
僕の隣の悪魔

ハル

タテ書き小説ネット Byヒナプロジェクト

http://pdfnovels.net/



1

注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
僕
の
隣
の
悪
魔

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
８
２
９
６
Ｑ

【
作
者
名
】

　
ハ
ル

【
あ
ら
す
じ
】

　
幽
霊
の
見
え
る
普
通
（
？
）
の
高
校
生
・
翔
太
が
、
悪
魔
に
取
り
つ
か
れ
た
。

そ
の
せ
い
で
、
翔
太
は
特
殊
な
人
達
の
集
ま
っ
た
学
校
に
通
う
事
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
・
・
・
・
・
・
。
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悪
魔
が
来
ま
し
た

僕
の
家
に
は
悪
魔
が
い
る
。

　
今
時
、
そ
ん
な
非
現
実
的
な
事
な
ん
て
あ
る
は
ず
が
無
い
け
れ
ど
、
実
際
、

僕
の
家
に
は
悪
魔
が
い
る
。
名
前
は
、
色
葉
。
僕
の
部
屋
の
押
し
入
れ
に
、
余

い
ろ
は

っ
て
い
た
布
団
を
敷
い
て
、
そ
こ
で
寝
て
い
る
。
色
葉
の
せ
い
で
、
僕
は
転
校

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
桜
咲
高
校
か
ら
、
超
常
学
園
に
。

さ
く
ら
ざ
き
こ
う
こ
う

ち
ょ
う
じ
ょ
う
が
く
え
ん

超
常
学
園
は
、
幽
霊
に
取
り
付
か
れ
た
と
か
、
魔
女
と
か
、
幽
霊
が
見
え
る
と

か
、
そ
う
い
っ
た
も
の
を
専
門
に
し
て
い
る
の
だ
。

　
実
は
僕
も
、
幽
霊
が
見
え
る
。
だ
か
ら
色
葉
が
見
え
た
の
だ
。
普
通
の
人
間

に
は
見
え
な
い
。

　
色
葉
と
出
会
っ
た
の
は
、
二
ヶ
月
前
―
―
―
。

　
　
　
　
◇
　
　
◇

「
・
・
・
・
・
・
見
つ
け
た
。
人
間
」

「
・
・
・
・
・
・
は
？
何
？
」

　
月
曜
日
の
放
課
後
。
部
活
も
無
い
の
に
夕
方
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
は
、
友

達
と
話
し
て
い
た
か
ら
だ
。
い
つ
も
の
道
を
歩
い
て
い
る
と
、
黒
い
髪
、
首
に

ス
カ
ー
フ
、
裾
の
長
い
黒
の
服
着
て
、
そ
れ
に
・
・
・
・
・
・
黒
い
羽
？

「
・
・
・
・
・
・
私
は
、
悪
魔
。
色
葉
」
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「
イ
ロ
ハ
？
お
前
の
名
前
か
？
っ
て
、
悪
魔
！
？
」

「
・
・
・
・
・
・
色
葉
は
、
私
の
名
前
。
・
・
・
・
・
・
悪
魔
」

　
悪
魔
。
人
の
心
を
ま
よ
わ
し
、
悪
に
さ
そ
う
も
の
の
事
か
？
そ
う
、
前
に
辞

書
で
見
た
こ
と
が
あ
る
。
で
も
、
そ
の
悪
魔
が
何
故
こ
こ
に
？

「
で
、
そ
の
悪
魔
が
何
の
用
だ
？
」

　
聞
く
と
、
イ
ロ
ハ
？
が
答
え
て
く
れ
た
。

「
・
・
・
・
・
・
悪
魔
界
か
ら
追
放
さ
れ
た
」

　
・
・
・
・
・
・
追
放
？

「
お
前
は
一
体
何
を
し
た
ん
だ
」

「
・
・
・
・
・
・
分
か
ら
な
い
」

「
分
か
ら
な
い
の
か
！
？
」

　
一
体
何
を
し
た
ん
だ
。

「
ん
で
？
僕
に
何
の
用
な
ん
だ
よ
？
」

「
・
・
・
・
・
・
貴
方
の
家
に
泊
め
て
ほ
し
い
。
一
年
で
い
い
か
ら
」

　
ち
ょ
っ
と
待
と
う
。
一
年
は
長
い
ぞ
？

「
・
・
・
・
・
・
一
年
の
約
束
で
追
放
さ
れ
た
」

　
追
放
に
約
束
が
あ
る
の
か
・
・
・
・
・
・
。

　
こ
の
よ
う
に
（
色
々
あ
っ
て
）
、
色
葉
は
僕
の
家
で
暮
ら
す
事
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
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悪
魔
が
来
ま
し
た
（
後
書
き
）

ど
う
も
、
ハ
ル
で
す
。
初
め
て
の
小
説
な
ん
で
、
お
か
し
い
と
こ
ろ
が
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
あ
、
で
も
本
は
結
構
読
ん
で
る
ん

で
経
験
値
と
想
像
力
は
無
駄
に
あ
る
↑
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超
常
学
園

し
ま
っ
た
、
見
つ
か
っ
た
。

「
翔
太
、
転
校
」

し
ょ
う
た

「
は
！
？
」

「
翔
太
、
転
校
。
ア
ン
タ
、
幽
霊
と
か
悪
魔
と
か
見
え
る
ん
で
し
ょ
」

「
そ
う
だ
け
ど
・
・
・
・
・
・
」

「
転
校
先
は
、
超
常
学
園
よ
」

「
嫌
だ
っ
！
！
絶
対
に
嫌
だ
っ
！
！
」

「
ど
う
し
て
そ
ん
な
に
嫌
が
る
の
？
小
野
さ
ん
と
こ
の
和
樹
君
だ
っ
て
超
常
学

園
よ
」

「
そ
う
だ
け
ど
・
・
・
・
・
・
」

　
小
野
和
樹
。
一
年
の
時
に
転
校
し
た
。
幽
霊
に
取
り
付
か
れ
た
っ
て
聞
い
た
。

お
の
か
ず
き

『
な
ぁ
、
翔
太
。
お
前
幽
霊
と
か
見
え
る
ん
だ
ろ
？
な
ら
俺
の
幽
霊
お
祓
い
し

て
く
れ
よ
』

『
遠
慮
し
と
く
。
見
え
る
だ
け
で
、
お
祓
い
と
か
は
で
き
な
い
。
じ
ゃ
あ
な
、

超
常
学
園
で
も
頑
張
れ
よ
』

『
翔
太
～
！
裏
切
り
者
～
！
』

　
最
後
に
話
し
た
会
話
は
こ
れ
だ
。
そ
う
、
僕
は
幽
霊
と
か
は
見
え
る
け
ど
、

お
祓
い
な
ん
て
で
き
な
い
。
だ
か
ら
色
葉
が
い
る
ん
だ
よ
・
・
・
・
・
・
。

「
あ
、
手
続
き
は
済
ま
せ
て
お
い
た
か
ら
ね
」

「
く
っ
・
・
・
・
・
・
！
！
」

「
明
日
か
ら
は
超
常
学
園
に
行
き
な
さ
い
。
制
服
、
ハ
ン
ガ
ー
に
掛
か
っ
て
る

か
ら
ね
。
そ
れ
じ
ゃ
、
行
っ
て
き
ま
ー
す
♪
」

　
母
さ
ん
は
、
仕
事
に
出
掛
け
て
い
っ
た
。
今
日
は
夜
の
勤
務
だ
。
階
段
を
上

っ
て
自
分
の
部
屋
に
入
る
と
、

「
ん
、
母
殿
は
仕
事
に
出
掛
け
ら
れ
た
の
か
」

　
色
葉
に
話
し
掛
け
ら
れ
た
。
色
葉
は
僕
の
家
で
暮
ら
し
初
め
て
か
ら
随
分
喋
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り
方
が
変
わ
っ
た
。
何
故
な
ん
だ
・
・
・
・
・
・
？

「
そ
れ
で
、
翔
太
は
転
校
か
」

　
お
前
の
所
為
だ
。

「
名
前
は
超
常
学
園
と
い
っ
た
か
」

　
な
ん
で
そ
ん
な
事
ま
で
？

「
翔
太
の
友
達
も
超
常
学
園
だ
そ
う
だ
な
」

「
な
ん
で
そ
こ
ま
で
知
っ
て
る
ん
だ
よ
・
・
・
・
・
・
」

「
調
べ
た
。
翔
太
の
、
身
長
や
体
重
も
」

「
・
・
・
・
・
・
言
っ
て
み
ろ
」

　
色
葉
は
少
し
間
を
置
い
て
、

「
中
野
翔
太
（
１
７
）
。
身
長
は
１
６
３
ｃ
ｍ
、
体
重
５
３
ｋ
ｇ
。
趣
味
は
読

な
か
の
し
ょ
う
た

書
、
得
意
な
教
科
は
国
語
、
苦
手
な
教
科
は
化
学
。
好
き
な
女
子
は
い
な
い
」

　
と
言
っ
た
。
・
・
・
・
・
・
ど
う
や
っ
て
好
き
な
女
子
の
事
調
べ
た
ん
だ
。

全
く
、
こ
れ
だ
か
ら
嫌
な
ん
だ
、
幽
霊
と
か
が
見
え
る
っ
て
い
う
の
は
。
相
手

が
面
倒
だ
。

　
そ
ん
な
こ
ん
な
で
翌
日
、
火
曜
日
。

　
超
常
学
園
は
山
の
中
に
あ
る
。
だ
か
ら
だ
ろ
う
か
。

「
こ
こ
、
ど
こ
だ
？
」

　
も
う
一
度
言
う
が
、
超
常
学
園
は
山
の
中
に
あ
る
。
学
園
の
敷
地
面
積
は
と

て
も
広
い
。
だ
か
ら
、
僕
は
職
員
室
に
行
く
道
が
分
か
ら
な
い
。

「
し
ょ
、
職
員
室
・
・
・
・
・
・
」

「
見
ろ
翔
太
。
あ
そ
こ
に
保
健
室
が
あ
る
ぞ
」

「
そ
っ
か
。
保
健
室
に
は
た
い
て
い
先
生
が
い
る
か
ら
ね
」

　
僕
と
色
葉
は
、
保
健
室
に
向
か
っ
た
。

　
中
を
覗
く
と
、
童
顔
で
胸
が
大
き
い
、
先
生
（
？
）
が
い
た
。
先
生
（
？
）

が
首
を
傾
げ
て
「
ど
う
し
た
の
？
」
と
言
っ
た
の
で
聞
き
た
か
っ
た
事
を
聞
い

た
。

「
あ
の
、
僕
転
校
し
て
き
た
ん
で
す
け
ど
職
員
室
っ
て
ど
っ
ち
で
す
か
？
」
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「
ふ
ぁ
・
・
・
・
・
・
え
と
、
職
員
室
は
あ
っ
ち
で
す
」

　
左
を
指
す
先
生
（
？
）
。
そ
こ
に
は
・
・
・
・
・
・
、

「
そ
っ
ち
は
玄
関
で
す
け
ど
・
・
・
・
・
・
」

　
玄
関
が
あ
っ
た
。

「
ひ
ゃ
、
ご
め
ん
な
さ
ぃ
ぃ
・
・
・
・
・
・
間
違
え
ま
し
た
ぁ
（
泣
）
職
員
室

は
真
っ
直
ぐ
だ
よ
ぅ
・
・
・
・
・
・
」

　
こ
の
人
本
当
に
先
生
な
ん
だ
ろ
う
か
。
心
配
。

「
あ
の
、
貴
方
は
先
生
で
す
よ
ね
？
」

　
聞
い
て
し
ま
っ
た
・
・
・
・
・
・
。

「
ふ
ぇ
？
は
い
そ
う
で
す
ょ
。
私
、
星
崎
奈
央
で
す
。
奈
央
先
生
っ
て
呼
ん
で

ほ
し
ざ
き
な
お

く
だ
さ
い
。
皆
呼
ん
で
く
れ
て
ま
す
よ
～
」

「
奈
央
先
生
・
・
・
・
・
・
奈
央
先
生
ね
。
分
か
り
ま
し
た
。
あ
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

　
き
ち
ん
と
お
礼
を
言
う
。

「
あ
ら
・
・
・
・
・
・
？
後
ろ
の
子
、
悪
魔
よ
ね
？
」

「
そ
う
で
す
け
ど
・
・
・
・
・
・
」

「
悪
魔
の
色
葉
だ
」

「
そ
う
・
・
・
・
・
・
じ
ゃ
あ
、
頑
張
っ
て
ね
」

　
奈
央
先
生
と
別
れ
た
。

　
『
職
員
室
』
と
札
が
つ
い
て
い
る
。
や
っ
と
つ
い
た
。

「
失
礼
し
ま
す
」

　
中
に
入
る
と
、

「
貴
方
が
中
野
翔
太
君
よ
ね
？
私
が
二
年
の
ク
ラ
ス
を
担
当
す
る
山
中
よ
」

　
山
中
先
生
が
す
ぐ
に
声
を
か
け
て
く
れ
た
。

「
案
内
す
る
わ
ね
」

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

　
ク
ラ
ス
は
、
渡
り
廊
下
を
通
っ
て
、
階
段
を
上
っ
た
所
に
あ
っ
た
。

　
先
生
が
ド
ア
を
開
け
、
言
っ
た
。
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「
静
か
に
し
な
さ
い
！
今
日
は
転
校
生
が
い
る
の
よ
。
み
っ
と
も
な
い
所
を
見

せ
て
は
い
け
ま
せ
ん
！
」

　
先
生
が
そ
う
言
う
と
、
一
瞬
で
五
月
蝿
か
っ
た
ク
ラ
ス
内
は
静
か
に
な
っ
た
。

凄
い
人
だ
・
・
・
・
・
・
。

「
中
野
君
、
入
っ
て
き
て
」

「
は
、
は
い
」

　
や
っ
ぱ
り
緊
張
す
る
な
。
入
る
と
、
色
葉
も
一
緒
に
入
っ
て
き
た
。

「
自
己
紹
介
を
し
て
も
ら
え
る
か
し
ら
。
皆
も
、
中
野
君
が
終
わ
っ
た
ら
言
っ

て
も
ら
い
ま
す
」

「
は
い
。
・
・
・
・
・
・
中
野
翔
太
で
す
。
桜
咲
高
校
か
ら
転
校
し
て
き
ま
し

た
。
幽
霊
が
見
え
ま
す
。
こ
っ
ち
は
、
悪
魔
の
色
葉
で
す
」

「
色
葉
だ
」

　
色
葉
は
短
く
挨
拶
を
済
ま
せ
た
。

「
次
。
小
野
君
か
ら
順
番
に
」

「
は
ー
い
。
小
野
和
樹
で
す
。
幽
霊
に
取
り
付
か
れ
ま
し
た
☆
っ
て
、
翔
太
ぁ

！
？
」

　
驚
い
た
表
情
の
和
樹
。
な
ん
で
今
？

「
気
を
取
り
直
し
て
、
続
き
～
！
俺
の
後
ろ
に
い
る
の
が
幽
霊
の
菜
穂
ち
ゃ
ん

な
ほ

～
」

　
菜
穂
と
い
う
名
前
の
幽
霊
は
、
金
髪
で
ツ
イ
ン
テ
ー
ル
の
髪
型
を
し
て
い
た
。

「
こ
の
幽
霊
は
ツ
ン
デ
レ
か
、
小
野
」

「
あ
、
色
葉
ち
ゃ
ん
～
。
多
分
ツ
ン
デ
レ
だ
よ
」

　
つ
り
目
が
印
象
的
だ
。
睨
ん
で
き
た
か
ら
。

「
は
い
、
次
」

「
こ
の
ク
ラ
ス
の
委
員
長
の
原
泉
で
す
。
魔
女
で
、
水
を
使
う
魔
法
で
す
。
あ
、

は
ら
い
ず
み

こ
の
猫
は
ク
オ
ウ
よ
。
よ
ろ
し
く
、
翔
太
君
。
泉
っ
て
呼
ん
で
、
堅
苦
し
い
の

は
好
き
で
は
な
い
の
よ
」

「
よ
ろ
し
く
・
・
・
・
・
・
」

　
泉
は
、
メ
ガ
ネ
を
か
け
て
い
る
。
さ
ら
さ
ら
の
髪
の
色
は
、
茶
色
。
切
れ
長

の
目
。
肩
に
は
、
ク
オ
ウ
が
い
る
。
ト
ラ
猫
だ
。
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「
次
」

「
安
藤
慶
介
で
す
、
ヨ
ロ
シ
ク
～
、
翔
太
。
慶
介
っ
て
呼
ん
で
よ
」

あ
ん
ど
う
け
い
す
け

「
う
、
う
ん
」

　
慶
介
は
凄
い
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
性
格
ら
し
い
。
・
・
・
・
・
・
な
ん
か
ド
Ｓ

な
雰
囲
気
が
伝
わ
っ
て
く
る
け
ど
。

「
は
い
、
次
」

「
三
神
雅
。
・
・
・
・
・
・
雅
で
い
い
か
ら
」

み
か
み
ま
さ

「
よ
、
宜
し
く
」

「
雅
は
ム
ッ
ツ
リ
ス
ケ
ベ
だ
ぞ
～
！
」

　
和
樹
か
ら
の
い
ら
な
い
情
報
。
雅
は
物
静
か
で
、
ク
ー
ル
な
印
象
を
受
け
た
。

「
次
」

「
神
崎
七
穂
で
す
！
ボ
ク
の
事
は
七
穂
っ
て
呼
ん
で
ね
ぇ
☆
よ
ろ
し
く
ぅ
翔
太

か
ん
ざ
き
な
な
ほ

っ
」

「
・
・
・
・
・
・
宜
し
く
、
七
穂
」

　
七
穂
は
、
制
服
を
着
く
ず
し
た
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
の
女
の
子
。
テ
ン
シ
ョ
ン

が
高
い
、
元
気
な
印
象
だ
。

「
翔
太
、
ノ
リ
悪
い
」

「
悪
か
っ
た
ね
」

「
次
」

　
山
中
先
生
は
早
く
終
わ
ら
せ
た
い
の
か
、
僕
ら
の
会
話
を
遮
っ
た
。

「
南
雲
琴
音
で
す
・
・
・
・
・
・
。
翔
太
君
、
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
・
・
・
・

な
ぐ
も
こ
と
ね

・
・
。
琴
音
っ
て
呼
ん
で
く
だ
さ
い
・
・
・
・
・
・
。
」

「
う
ん
、
よ
ろ
し
く
」

　
琴
音
は
と
て
も
大
人
し
い
、
大
人
っ
ぽ
い
雰
囲
気
の
子
だ
。
な
ん
と
い
う
か
・

・
・
・
・
・
綺
麗
。
“
お
嬢
様
”
と
い
う
言
葉
が
浮
か
ん
だ
。
少
し
た
れ
目
の

目
、
さ
ら
さ
ら
の
髪
、
整
え
ら
れ
た
制
服
。
隣
に
は
―
―
―
妖
精
？

「
翔
太
、
お
前
見
惚
れ
て
た
だ
ろ
」

「
ち
、
違
―
―
―
」

　
け
、
決
し
て
見
惚
れ
て
い
た
訳
で
は
な
い
！
・
・
・
・
・
・
ち
ょ
っ
と
妖
精

が
、
ね
。
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「
・
・
・
・
・
・
む
ぅ
」

　
そ
の
妖
精
が
僕
の
方
に
近
づ
い
て
き
て
、
言
っ
た
。

「
お
前
、
ご
主
人
様
を
あ
ー
ゆ
ー
目
で
見
て
い
た
だ
ろ
！
」

「
あ
ー
ゆ
ー
目
っ
て
何
！
？
」

　
多
分
そ
れ
は
誤
解
だ
と
思
い
ま
す
。

「
は
い
、
次
。
早
く
」

　
次
に
席
を
立
っ
た
の
は
、

「
・
・
・
・
・
・
ア
ル
、
で
す
」

「
ア
ル
？
」

　
ア
ル
と
い
う
名
前
の
人
（
？
）
。

（
和
樹
。
ア
ル
・
・
・
・
・
・
は
人
間
か
？
）

（
ぁ
・
・
・
・
・
・
俺
も
よ
く
分
か
ん
な
い
け
ど
、
宇
宙
人
ら
し
い
）

（
宇
宙
人
！
？
）

　
和
樹
と
小
声
で
話
す
。
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
宇
宙
人
っ
て
、
・
・
・
・
・
・
え
と
、
ア
レ
？
あ
の
、
宇
宙
人
・
・
・
・

・
・
。

「
あ
ぁ
、
う
ん
。
宜
し
く
」

「
・
・
・
・
・
・
」

　
会
話
に
困
っ
た
時
に
、
先
生
が
言
っ
た
。

「
そ
れ
じ
ゃ
あ
、
中
野
君
は
小
野
君
の
隣
の
席
で
」

「
あ
、
は
い
。
分
か
り
ま
し
た
」

　
和
樹
の
隣
の
空
い
た
席
に
座
る
。
・
・
・
・
・
・
ど
う
せ
な
ら
泉
か
琴
音
の

隣
が
よ
か
っ
た
な
。

「
そ
れ
じ
ゃ
あ
授
業
始
め
る
わ
よ
！
数
学
の
教
科
書
・
・
・
・
・
・
」

　
授
業
が
始
ま
っ
た
。
隣
で
色
葉
が
大
人
し
く
聞
い
て
い
た
。

　
少
し
お
か
し
な
学
校
だ
け
ど
、
こ
れ
な
ら
上
手
く
や
っ
て
い
け
そ
う
だ
な
。

そ
ん
な
事
を
思
い
な
が
ら
、
授
業
を
受
け
て
い
た
。

―
―
―
こ
う
し
て
、
僕
は
普
通
じ
ゃ
な
い
日
常
の
中
に
入
っ
て
い
っ
た
。
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学
校

　
超
常
学
園
に
通
い
初
め
て
か
ら
も
う
１
週
間
に
な
る
。
い
つ
も
の
道
を
歩
い

て
い
る
と
、
和
樹
が
来
た
。

「
お
っ
は
よ
ー
翔
太
と
色
葉
ち
ゃ
ん
っ
」

「
あ
あ
、
お
は
よ
う
和
樹
。
今
日
も
元
気
だ
な
」

「
お
は
よ
う
小
野
」

　
和
樹
と
は
家
が
近
い
の
で
、
待
ち
合
わ
せ
て
一
緒
に
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

い
つ
も
の
事
。
今
日
も
和
樹
は
朝
か
ら
テ
ン
シ
ョ
ン
が
高
い
。
こ
れ
も
、
い
つ

も
の
事
。

「
で
さ
ぁ
、
色
葉
ち
ゃ
ん
。
今
度
遊
び
に
行
か
な
い
？
」

「
断
る
」

　
色
葉
を
遊
び
に
誘
お
う
と
し
て
断
ら
れ
る
の
も
、
い
つ
も
の
事
。

　
学
校
へ
と
続
く
長
い
長
い
坂
の
前
の
道
か
ら
、
泉
が
来
た
。

「
・
・
・
・
・
・
あ
ら
、
奇
遇
ね
。
お
は
よ
う
」

　
泉
は
、
嬉
し
そ
う
な
顔
を
し
て
い
る
。

「
お
は
よ
う
、
泉
」

「
お
は
よ
う
原
」

「
お
っ
は
よ
ー
泉
♪
」

　
な
ぜ
か
和
樹
は
、
泉
の
こ
と
は
ち
ゃ
ん
付
け
し
な
い
。

「
和
樹
君
、
今
日
は
菜
穂
ち
ゃ
ん
い
な
い
の
？
」

「
あ
の
子
は
神
出
鬼
没
だ
か
ら
ね
ぇ
～
。
今
は
ど
っ
か
行
っ
ち
ゃ
っ
た
」

「
へ
ぇ
・
・
・
・
・
・
」

　
な
ん
だ
か
泉
、
少
し
嬉
し
そ
う
。
も
し
か
し
て
・
・
・
・
・
・
？

「
泉
、
ち
ょ
っ
と
い
い
か
な
」
「
い
い
わ
よ
」

　
泉
だ
け
を
呼
ん
で
聞
い
て
み
る
。

「
泉
っ
て
、
和
樹
の
事
、
好
き
？
」

「
ふ
ぇ
っ
！
？
」

　
泉
の
顔
が
ど
ん
ど
ん
赤
く
な
っ
て
ゆ
く
。
こ
れ
っ
て
当
た
り
？
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「
ち
ち
ち
違
う
わ
よ
っ
！
！
私
が
和
樹
君
の
事
、
好
き
な
訳
な
い
わ
よ
っ
」

　
こ
れ
は
当
た
り
だ
。

「
ふ
ぅ
ー
ん
？
好
き
な
ん
だ
」

「
だ
、
だ
か
ら
っ
、
違
う
わ
よ
！
！
」

　
う
ろ
た
え
る
泉
。
そ
う
そ
う
、
和
樹
は
外
見
は
良
い
方
だ
。
性
格
も
悪
く
は

な
い
・
・
・
・
・
・
と
思
う
。
泉
が
好
き
に
な
る
の
も
仕
方
が
な
い
の
か
も
し

れ
な
い
。

「
な
に
な
に
、
な
ん
の
話
ー
？
」

　
近
づ
い
て
き
た
和
樹
。

「
な
、
な
ん
で
も
な
い
よ
！
行
こ
っ
」

　
会
話
を
断
ち
切
り
、
ま
た
歩
き
だ
す
。
二
人
も
つ
い
て
き
た
。

「
お
っ
、
は
ろ
は
ろ
ー
」

　
歩
い
て
い
る
と
、
七
穂
に
会
っ
た
。

「
お
は
よ
う
七
穂
」

「
は
ろ
は
ろ
ー
っ
（
笑
）
」

「
あ
、
お
は
よ
う
」

「
お
は
よ
う
神
崎
」

　
皆
で
挨
拶
を
す
る
。
す
る
と
、

「
委
員
長
じ
ゃ
ん
！
顔
赤
い
よ
ー
？
ど
し
た
の
ぉ
」

「
な
、
な
ん
で
も
な
い
わ
よ
っ
、
行
き
ま
し
ょ
う
遅
刻
す
る
わ
よ
！
」

　
泉
は
話
を
そ
ら
し
た
。
ま
た
歩
き
だ
す
。
今
度
は
七
穂
も
一
緒
に
。

　
学
校
に
着
い
た
。
靴
を
履
き
替
え
、
教
室
へ
向
か
う
。

「
ん
ぉ
、
奈
央
先
生
」

「
ホ
ン
ト
だ
」

　
廊
下
に
奈
央
先
生
が
い
た
。
こ
っ
ち
に
気
付
い
た
様
子
は
な
い
。
和
樹
が
近

づ
く
。

「
奈
央
先
生
、
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
！
っ
て
・
・
・
・
・
・
」



14

　
奈
央
先
生
は
、
窓
を
閉
め
よ
う
と
し
て
い
た
。
奈
央
先
生
は
小
柄
な
の
で
、

高
い
窓
に
は
届
か
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

「
ん
し
ょ
、
ん
し
ょ
っ
！
」

　
い
く
ら
背
伸
び
し
て
も
届
か
な
い
。

「
奈
央
先
生
・
・
・
・
・
・
俺
や
り
ま
す
よ
？
」

「
ん
？
っ
て
、
和
樹
君
？
お
は
よ
う
。
窓
に
届
か
な
い
の
よ
・
・
・
・
・
・
や

っ
て
く
れ
る
の

？
」

　
可
愛
く
首
を
傾
げ
る
奈
央
先
生
。
表
情
は
、
な
ん
だ
か
悲
し
そ
う
。

「
大
丈
夫
で
す
よ
」

　
和
樹
は
、
背
伸
び
も
し
な
い
で
窓
を
閉
め
、
つ
い
で
に
鍵
も
閉
め
る
。
和
樹

の
身
長
は
１
７
０
ｃ
ｍ
は
あ
る
だ
ろ
う
。

　
そ
ん
な
和
樹
を
泉
が
赤
い
顔
で
見
て
い
た
。

「
あ
り
が
と
う
、
和
樹
君
」

「
や
、
別
に
い
い
で
す
よ
」

　
和
樹
が
こ
っ
ち
に
戻
っ
て
く
る
。

「
さ
、
行
こ
行
こ
」

　
歩
き
だ
し
、
渡
り
廊
下
を
渡
っ
て
階
段
を
上
っ
て
教
室
に
入
っ
た
。

　
一
時
間
目
の
後
の
休
み
時
間
に
、
和
樹
に
話
し
掛
け
ら
れ
た
。

「
な
ぁ
、
翔
太
は
部
活
何
や
る
の
か
決
ま
っ
た
？
」

　
話
題
は
部
活
の
話
の
よ
う
だ
。

「
い
や
、
何
も
決
め
て
な
い
け
ど
。
和
樹
は
何
部
？
」

「
俺
は
サ
ッ
カ
ー
部
。
ポ
ジ
シ
ョ
ン
は
Ｍ
Ｆ
」

「
へ
ぇ
。
他
の
人
達
は
？
」

　
気
に
な
っ
た
の
で
聞
い
て
み
る
。

「
泉
が
吹
奏
楽
部
。
パ
ー
ト
は
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
。
ピ
ッ
タ
リ
な
気
が
す
る
（
笑
）

。
慶
介
は
野
球
部
。
確
か
、
ピ
ッ
チ
ャ
ー
だ
っ
た
気
が
す
る
・
・
・
・
・
・
。

雅
は
俺
と
同
じ
サ
ッ
カ
ー
部
。
ポ
ジ
シ
ョ
ン
は
Ｆ
Ｗ
。
七
穂
は
テ
ニ
ス
部
で
、
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琴
音
は
文
芸
部
。
ア
ル
は
入
っ
て
な
い
み
た
い
だ
」

「
ふ
ぅ
ー
ん
・
・
・
・
・
・
。
入
っ
て
も
入
ら
な
く
て
も
い
い
の
？
」

　
で
き
る
だ
け
部
活
は
や
り
た
く
な
か
っ
た
の
で
聞
い
て
み
た
。
和
樹
は
、

「
や
、
違
う
。
ア
ル
だ
け
だ
」
「
え
？
」

　
意
味
の
わ
か
ら
な
い
事
を
言
っ
た
。

「
ど
う
い
う
こ
と
？
」

「
ア
ル
っ
て
宇
宙
人
だ
ろ
？
だ
か
ら
色
々
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
の
か
」

「
へ
ぇ
・
・
・
・
・
・
」

　
納
得
。

　
前
の
学
校
で
文
芸
部
に
入
っ
て
い
た
の
で
、
そ
れ
に
し
よ
う
か
と
思
い
考
え

ら
し
き
も
の

て
い
る
と
、

「
翔
太
、
今
文
芸
部
に
入
ろ
う
と
思
っ
た
だ
ろ
」

「
う
ぇ
っ
！
？
」

　
し
ま
っ
た
、
変
な
声
が
ぁ
！

「
図
星
か
ぁ
～
。
だ
よ
な
、
お
前
琴
音
ち
ゃ
ん
に
一
目
惚
れ
だ
も
ん
な
～
」

「
だ
か
ら
そ
れ
は
誤
解
だ
っ
て
！
た
だ
、
単
純
に
前
の
学
校
で
文
芸
部
（
？
）

に
入
っ
て
た
か
ら
！
」

「
ふ
ぅ
ー
ん
。
あ
ぁ
、
相
談
部
」

「
そ
う
、
相
談
部
」

　
和
樹
が
前
の
部
活
動
の
名
前
を
言
う
。

　
相
談
部
は
、
悩
み
事
な
ど
を
相
談
す
る
部
だ
。
相
談
が
無
い
と
き
は
、
部
室

に
あ
っ
た
本
を
よ
ん
で
い
た
。
昔
は
文
芸
部
だ
っ
た
ら
し
い
。
お
か
げ
で
、
本

が
好
き
に
な
っ
た
。

「
相
談
部
の
部
長
さ
ん
、
美
人
だ
よ
な
～
。
ま
だ
連
絡
と
り
あ
っ
て
ん
の
？
」

「
い
や
。
先
輩
、
携
帯
も
っ
て
な
い
か
ら
」

「
機
械
音
痴
な
の
？
」

「
ら
し
い
よ
」

　
先
輩
は
機
械
音
痴
だ
。
パ
ソ
コ
ン
も
使
え
な
い
ら
し
い
。

「
ん
で
？
ど
う
す
ん
の
、
部
活
」

　
和
樹
が
急
に
話
を
戻
す
。
い
け
な
い
、
忘
れ
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
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「
僕
は
文
芸
部
に
入
る
よ
。
本
当
に
、
琴
音
は
関
係
な
い
か
ら
ね
っ
」

　
一
応
釘
を
さ
し
て
お
く
。

「
そ
っ
か
そ
っ
か
。
翔
太
も
素
直
じ
ゃ
な
い
な
ぁ
」

　
聞
こ
え
な
い
聞
こ
え
な
い
。
無
視
。

　
キ
ー
ン
コ
ー
ン
・
・
・
・
・
・
、
休
み
時
間
終
了
の
鐘
が
鳴
っ
た
。
皆
急
い

で
席
に
つ
く
。
す
ぐ
に
ガ
ラ
ガ
ラ
、
と
音
を
た
て
て
扉
が
開
い
た
。
先
生
が
入

っ
て
く
る
。

「
皆
、
教
科
書
は
出
て
い
る
か
し
ら
？
次
は
世
界
史
よ
」

世
界
史
は
、
僕
の
国
語
の
次
に
得
意
な
教
科
だ
。
ど
う
や
ら
僕
は
文
系
ら
し
い
。

「
先
生
ー
、
教
科
書
忘
れ
ま
し
た
ー
・
・
・
・
・
・
」

「
マ
イ
ナ
ス
１
０
、
と
・
・
・
・
・
・
」

　
和
樹
が
教
科
書
を
忘
れ
た
ら
し
い
。
先
生
が
ノ
ー
ト
に
何
か
書
き
込
ん
で
い

た
。

「
翔
太
ー
、
教
科
書
見
せ
て
く
れ
ー
」

　
和
樹
と
は
席
が
隣
な
の
で
、
仕
方
が
な
い
の
で
見
せ
る
と
す
る
。

「
今
日
は
３
７
ペ
ー
ジ
・
・
・
・
・
・
」

　
授
業
が
始
ま
っ
た
。

　
全
て
の
授
業
が
終
わ
り
、
放
課
後
に
な
っ
た
。

　
入
部
届
け
を
出
し
に
職
員
室
へ
向
か
う
。
途
中
で
、
今
日
日
直
だ
っ
た
慶
介

と
あ
っ
た
の
で
、
一
緒
に
行
く
。

「
翔
太
は
さ
」

「
う
ん
」

　
話
し
掛
け
て
き
た
の
で
返
す
。
何
の
話
か
な
・
・
・
・
・
・
。

「
好
き
な
奴
い
ん
の
？
」

「
へ
っ
？
」

　
あ
・
・
・
・
・
・
、
変
な
声
が
・
・
・
・
・
・
。

「
あ
、
い
る
ん
だ
」
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「
い
な
い
よ
・
・
・
・
・
・
」

「
嘘
」

「
本
当
だ
よ
」

「
だ
っ
て
琴
音
の
こ
と
よ
く
見
て
る
じ
ゃ
ね
ー
か
」

　
あ
れ
？
見
て
ま
し
た
た
っ
け
？

「
そ
れ
は
誤
解
で
す
！
」

「
つ
ま
ん
ね
ー
の
」

　
・
・
・
・
・
・
。

「
あ
、
慶
介
は
好
き
な
人
い
る
の
？
」

「
俺
は
七
穂
一
筋
だ
も
ー
ん
」

「
へ
ぇ
・
・
・
・
・
・
」

　
七
穂
か
。
僕
の
七
穂
の
第
一
印
象
、
“
元
気
”
“
活
発
”
な
ん
だ
け
ど
。
慶

介
は
元
気
な
子
が
好
み
な
の
か
な
？

「
ん
、
着
い
た
ぞ
ー
」

　
そ
の
時
、
職
員
室
に
着
い
た
。

「
ど
う
ぞ
、
先
生
」

「
あ
ら
、
あ
り
が
と
う
、
お
疲
れ
様
」

「
は
ー
い
、
さ
よ
ー
な
ら
ー
」

　
慶
介
が
山
中
先
生
に
日
誌
を
渡
し
、
先
生
が
そ
れ
を
受
け
取
る
。

　
慶
介
が
職
員
室
か
ら
出
て
い
っ
た
。

「
そ
れ
で
、
中
野
君
は
？
部
活
、
決
ま
っ
た
の
か
し
ら
」

「
は
い
。
文
芸
部
に
入
部
し
ま
す
。
入
部
届
を
い
た
だ
き
に
来
ま
し
た
」

　
そ
う
言
う
と
、
先
生
は
机
の
引
き
出
し
か
ら
入
部
届
を
出
し
て
渡
し
て
く
れ

た
。

「
じ
ゃ
あ
、
書
い
た
ら
西
村
先
生
に
渡
し
て
ね
。
今
中
学
３
年
生
の
先
生
だ
か

ら
」

「
分
か
り
ま
し
た
。
え
っ
と
、
そ
こ
の
机
使
っ
て
い
い
で
す
か
？
」

　
近
く
に
あ
っ
た
机
を
指
差
す
。

「
い
い
わ
よ
。
そ
れ
じ
ゃ
あ
、
私
は
こ
れ
で
」

「
は
い
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
、
さ
よ
う
な
ら
」
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先
生
が
、
職
員
室
か
ら
出
て
い
っ
た
。

　
入
部
届
を
書
い
て
、
西
村
先
生
に
渡
し
に
行
っ
た
。
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文
芸
部

　
西
村
先
生
に
渡
し
に
行
っ
た
後
、
文
芸
部
の
部
室
に
行
っ
た
。
文
芸
部
の
部

室
は
、
南
館
の
隅
の
方
に
あ
る
。

　
扉
を
ノ
ッ
ク
し
て
返
事
を
待
つ
。
す
る
と
、

「
は
ぁ
ー
い
、
ど
う
ぞ
お
入
り
く
だ
さ
ー
い
」

　
と
声
が
し
た
。

　
・
・
・
・
・
・
な
ん
か
い
や
な
予
感
が
す
る
ん
だ
け
ど
、
気
の
せ
い
か
な
？

　
中
に
入
る
と
、
古
い
本
の
匂
い
が
し
た
。
木
の
机
の
前
に
置
い
て
あ
る
パ
イ

プ
椅
子
に
座
っ
て
い
る
の
は
、
髪
の
長
い
人
だ
っ
た
。

「
い
ら
っ
し
ゃ
い
。
入
部
希
望
者
よ
ね
？
話
は
聞
い
て
い
る
わ
よ
」

　
そ
の
人
は
、
ま
る
で
前
か
ら
知
っ
て
い
た
か
の
よ
う
に
言
っ
た
。

「
は
い
。
高
２
の
中
野
翔
太
で
す
」

「
翔
太
君
ね
。
は
い
は
ー
い
」

　
そ
の
人
は
、
ノ
ー
ト
に
何
か
書
き
込
ん
で
い
る
。
多
分
、
部
員
の
こ
と
が
書

い
て
あ
る
ノ
ー
ト
だ
と
思
う
。

「
私
は
、
高
校
三
年
生
の
松
浦
麗
華
よ
。
麗
華
先
輩
と
呼
ん
で
い
い
わ
よ
。
文

芸
部
の
部
長
で
す
！
！
」

　
麗
華
先
輩
は
長
い
髪
を
揺
ら
し
て
言
っ
た
。

「
は
ぁ
・
・
・
・
・
・
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

「
本
当
は
も
う
一
人
、
部
員
が
い
る
の
だ
け
ど
。
今
は
図
書
室
に
行
っ
て
る
わ
」

　
多
分
、
い
や
絶
対
琴
音
の
事
だ
ろ
う
。

　
麗
華
先
輩
は
僕
の
後
ろ
を
見
て
、
言
っ
た
。

「
あ
ら
・
・
・
・
・
・
そ
の
子
は
」

「
悪
魔
の
色
葉
だ
」

「
色
葉
ち
ゃ
ん
。
宜
し
く
ね
」

僕
が
応
え
る
前
に
簡
単
に
自
己
紹
介
を
し
た
色
葉
に
、
麗
華
先
輩
は
優
し
く
微

笑
ん
だ
。
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そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
の
間
、
本
の
話
を
し
た
。
普
段
は
ど
ん
な
本
を
読
む
の

と
か
、
私
は
「
ダ
フ
ニ
ス
と
ク
ロ
エ
ー
」
が
好
き
な
の
よ
と
い
っ
た
話
。

　
そ
う
し
て
話
し
て
い
た
ら
、
部
室
の
扉
が
開
い
た
。

「
・
・
・
・
・
・
翔
太
君
」

　
琴
音
だ
っ
た
。

　
琴
音
は
驚
い
た
よ
う
な
顔
を
し
た
が
、
文
芸
部
に
入
部
し
た
こ
と
を
話
す
と
、

嬉
し
そ
う
に
笑
っ
た
。
部
員
が
少
な
く
て
困
っ
て
い
た
ら
し
い
。

　
そ
れ
か
ら
皆
で
帰
っ
た
。
下
校
時
刻
が
迫
っ
て
た
か
ら
。

　
帰
る
前
に
、
麗
華
先
輩
イ
チ
オ
シ
の
本
を
借
り
た
。
題
名
は
「
友
情
」
、
作

者
は
武
者
小
路
実
篤
。
「
友
情
」
は
家
に
帰
っ
て
、
宿
題
が
終
わ
っ
て
か
ら
読

も
う
か
な
。

　
家
に
帰
っ
て
、
数
学
の
問
題
集
を
二
ペ
ー
ジ
や
っ
て
か
ら
、
麗
華
先
輩
に
借

り
た
「
友
情
」
を
読
む
。

　
話
は
、
野
島
と
い
う
２
０
代
の
人
が
、
友
人
の
早
川
の
妹
の
杉
子
に
恋
を
す

る
話
だ
。
野
島
に
は
大
宮
と
い
う
親
友
が
い
て
、
杉
子
は
彼
を
好
き
に
な
る
の

だ
。

　
表
現
が
少
し
難
し
い
け
ど
、
結
構
面
白
い
。
前
の
部
活
で
も
本
を
読
ん
で
い

た
け
れ
ど
、
「
友
情
」
は
読
ん
で
い
な
か
っ
た
。
野
島
が
杉
子
の
家
で
ピ
ン
ポ

ン
を
す
る
場
面
を
読
ん
だ
所
で
眠
く
な
っ
た
の
で
、
そ
の
ペ
ー
ジ
に
花
の
模
様

の
栞
を
挟
ん
で
本
を
置
い
た
。

　
そ
れ
か
ら
、
ベ
ッ
ト
に
入
っ
て
眠
っ
た
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

僕の隣の悪魔
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